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行田警察署管内交通事故発生状況（概数） 

平成２２年７月５日現在（年累計） 

人身事故 
区分 

件数 死者数 傷者数 
物損事故

本年 ２７２ ０ ３３８ ８４４
前年 ２７１ １ ３３５ ７６８
増減 １ -１ ３ ７６

      埼玉県は交通事故死者８８人 
 全国ワースト６位でした! 

 危険を予測し、安全で思いやりの

ある運転を心がけましょう！  

 

※ 事件･事故に関する目撃、不審者情報等がございましたら、行田警察署までご連絡ください。 
※ 事件･事故は後日提出される場合がありますので、日にちごとの正確な犯罪統計ではありません。 

 

 

 

 

 

近隣市町村に警察官をかたる振り込め詐欺と思われる電話が多数 

かかっています。不審な場合は・・・ 

 

気温の高い日が続くと、涼を求めて水辺に誘われる機会が 
多くなりますが、それに伴い水難事故の発生が心配されます。 
平成２１年中、県内では３８件の水難事故が発生し、死者 

１０人、負傷者７人、無事救出３０人の合計４７人が被害に 
遭っています。子どもたちには、日ごろから水遊びの楽しさ 
ばかりでなく｢危険｣について話し、事故に遭わないよう指導してください。 

 

覚せい剤の密売人や乱用者は、好奇心の旺盛な若い人達に対し「気持ちよくなる」、「眠く

ならない」、「一回だけなら大丈夫」、「痩せられる」などと誘ってきます。 
しかし、この誘いにのってはいけません。覚せい剤を使用すると一時的に頭が冴えたり、

眠気が覚めるという感覚を得られますが、その後強い脱力感、疲労感が訪れ、幻覚や被害妄

想などに襲われます。そのような状態から抜け出そうとして、再び覚せい剤を使用し、身体

のあらゆる部分へ悪影響を及ぼすのです。 
覚せい剤は、依存性が強く、一度手を出すと、自分の力ではなかなかやめることが 

できず、検挙されても、多くの人が再犯を重ねていきます。つまり、一度手を出した 
ら最後、自分の心身を破壊し、自分の人生を破壊する恐ろしい薬物なのです！ 

きまりを守って楽しく遊ぼう！ 7 月 10 日（土）より総合公園プール開園！ 

 

７月１５日(木)～７月２４日(土) 
●児童･生徒の交通事故防止 
●高齢者の交通事故防止 
●飲酒運転の根絶 
 
 

 


